
省エネルギーを実現するエネルギーソリューション

エネルギーサービス事業｢ESCO事業+への
日立製作所の取組みと事例

一束邦ガス株式会社と日立製作所機械研究所での実施例-
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ESCO(EnergyService

Company)

日立製作所のESCO事業の

コンセプト

診断,提案から省エネルギ

ー量検証業務までを,一貫し
たビジネスとして取り組む｡

1997年に開催された地球温暖化防止京都会議(COP3)の結果を受け,省エネルギー法の改正など,民生･産業分野では,こ

れまで以上の省エネルギー化を推進することが要求されてきている｡

このような背景の中で,1970年代に米国で始まった省エネルギーサービス事業｢ESCO(EnergySeⅣiceCompany)事業+を

わが国でも普及させるために,通商産業省と財団法人省エネルギーセンターの主導により,1997年に研究がスタートした｡

日立製作所は,1999年4月に新組織を発足させ.ESCO事業に参画した｡この事業は,グループ会社はもちろんのこと,民

生･産業分野での省エネルギー診断から改善提案,実施およびその省エネルギー量保証までを一貫して行うものであり,まず,

東邦ガス株式会社総合技術研究所と日立製作所の機械研究所での実施によって先べんをつけた｡

はじめに

現在,地球温暖化をはじめとする環境問題が深刻化し

つつあり,産業･民生分野でも継続的な省エネルギー努

力が求められている｡

このような状況の巾で,口荘製作所は,1970年代に米

国で普及しはじめたエネルギーサービス事業｢ESCO

(Energy Service Company)事業+を1999年4月に開始

した｡

ここでは,日立製作所のESCO事業への取組みと,東

邦ガス株式会社総合技術研究所およびH立製作所機械研

究所での実施事例について述べる｡

日立製作所のESCO事業への取組み

ESCO事業は,(1)コンサルティング,(2)設備診断,

(3)省エネルギー評価と導入システムのエンジニアリン

グ,(4)資金の調達,(5)設計･施工,(6)導入後の維

持･管理,および(7)今後の省エネルギー提案まで,
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一貫したサービスを提供するものである｡従来の省エネ

ルギービジネスと大きく巽なる点は,ESCO事業者が設

備導入時に約束した省エネルギー効果を多年にわたって

保証するところにあり,顧客はさまざまなリスクを回避

することができる｡

R立製作所は,ESCO事業を通じて,それぞれのユー

ザーに適した省エネルギー提案を行っていく考えである｡

ESCO事業の実施例

3.1東邦ガス株式会社総合技術研究所のESCO事業

1985年に建設されたこの研究所は,ガスエンジン発電

設備やガスエンジンヒートポンプの採用をはじめ,当時

としては最新の省エネルギー技術を採用した施設であっ

た｡しかし,設備の更新やいっそうの省エネルギー推進

のため,設備改修を実施することとなった｡改修にあた

っては,省エネルギーを徹底するため,この改修事業を

ESCO事業として行うこととし,R立製作所がこの事業

を担当した｡

稔合技術研究所の改修前後の設備概要の比較を表1に

示す｡また,改修後の概要を図1に示す｡

この研究所の省エネルギーのための改修内容の主なも

のは,以下のとおりである｡

(1)高効率ガスエンジン発電設備の導入

(2)ガスエンジン排熱(排ガスとジャケット排熱)を直接

利用する排熱直接利用型冷温水機の採用

排ガス直接回収

･高効率

●省スペース
(専用機が不要)

エンジン排ガス

ガスエンジン発電機

(280kW)

都市ガス

排温水

冷却塔

排ガス直接利用型

ガス冷温水機

844kW(240冷凍トン)

冷却塔

大温度差対応

(従来比25%の省エネルギー)

ガス直燃焼冷温水機

844kW(240冷凍トン)

電力
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表1改修前後の設備概要の比較

改修前に比べ,設備容量や台数の見直し,高効率機器の採用,

運用の変更を行い,省エネルギー効果の高いシステムとした｡

改 修 前 改 修 後

発電設備 ･ガスエンジン発電設備 ･ガスエンジン発電設備
(150kWX2台) (280kWXl台)

･単独運用(系統非達系) ･系統達系運用

排熱回収

全量温水回収し,温水 排ガス,ジャケット温

吸収式冷凍機に利用 水を排ガス直接利用型

冷温水機に利用

熱源設備 ガス直焚冷温水機 排ガス直接利用型冷温
(冷房能力:774kW) 水機

温水吸収式冷凍機 (冷房能力:844kW)

(冷房能力:281kW) ガス直焚冷温水機

ガスエンジンヒートポンプ

(冷房能力:352kW)

(冷房能力:844kW)

動力変圧器 500kVA 300kVA

(鉄心材:けい素鋼板) (鉄心材:アモルプァ

ス合金)

省エネルギー

効果
11.3%

(3)低損失変圧器(アモルファス変圧器)への史新

(4)照明の省エネルギー(インバータ安定器への更新)

(5)大温度差空調システムの導入

なお,この事菜は,国の補助金事業(平成11年度先導

的エネルギー使用合理化設備導入モデル事業)へ応募し,

交付決定されたものである｡

今回,これらの改修を実施することにより,原油換算

大温度差対応

(従来比25%の省エネルギー)

◆･項)--｢-

大温度差対応

(冷温水系)
(従来比37%の省エネルギー)

一項)-

アモルファス変圧器
(300kVA)

監視制御システム

冷温水

･監視,制御機能

●スケジュール発停

●エネルギー量計測

●省エネルギー検証

空調機

(VAV制御)

インバータ照明

(1降車務室)

注:略語説明

VAV(VariableAir

Vo山me)

図1 東邦ガス株式会社

総合技術研究所での省エ

ネルギー改修の概要

この改修により,従来比

11.3%の省エネルギーを達

成する計画である｡
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量で年間約129kL(従来比11.3%)の省エネルギーを実現

する見込みである｡

3.2 機械研究所のESCO事例

3.2.1省エネルギー改修工事の概要

U_､土製作所機械研究所は,地L4階建で,延べ床面積

が約1ガ2,750mコの研究施設である｡ここでは,研究施設

もあり,年間エネルギー消費一量が同規模の業務用施設の

､ド均と比べて約1.6倍ものエネルギーを椚資していた(表2

参照)｡

また,竣(しゅん)工後,約25年を経過しており,機器

の老朽化やOA機器の導入による電力および熱負荷の増

加が問題となっていた｡

そのため今回,最もエネルギー消費量の多い本館や機

械室棟を対象に省エネルギー改修を実施することとした｡

表2 日立製作所機械研究所の施設概要

この施設は竣工後25年を経過しており,設備の老朽化が著しい｡

竣 工 1974年9月

階数,延べ床面積 地上4階,約12,750m2

契約電力 1,800kW(6.6kV受電)

主な熱源機 吸収式冷温水機(422kWX2台)

氷蓄熱ユニット

蓄熱容量:221kW･h/d

チラー冷却能力:95kW

改修計画の概要を図2に示す｡

(1)アモルファス変圧器の導入

鉄心にけい素素材を使用した4台の抽入変圧器に代え

て,アモルファス磁ノ性材料を採用し,さらに巻線導体サ

イズを大きくすることによって,全損失を÷まで低減し

たアモルファス変1-Ⅰ三器を導人した｡

(2)輯(ふく)肘パネル空調方式の導入

この研究所のコンピュータ室では,年間を通して冷房

を行っており,またそのほとんどが顕熱負荷となってい

た｡そのため,天井部に冷水用銅配管を巡らせた空調用

パネルの放射冷却により,コンピュータからの発熱を効

率的に除去する幅射パネル空調方式を導入した｡

(3)居室･会議室空調の省エネルギー

居室内のファンコイルユニットの送風量切換を手動か

ら中央での･括制御に変史したことにより,省エネルギ

ー,省力化および快適性の向上を図った｡

また,会議室の空調機フアンをインバータ化すること

により,会議苓l勺の温度や湿度,CO2濃度による送風量

の最適制御を可能とした｡

(4)高効率照明設備の導入

照明川安定器のインバータ化に加え,2灯用の器具部

に反射率の高い高効率放射板を採用することにより,従

来の照度を維持したまま,1灯用の照明器具に更新する

延べ床面積 12,750m2

50m2)//
/

/
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省エネルギー手段
省エネル
ギー率

(%)
改善内容

CO2削減量* 345トン/年

投資回収年数 5.9年
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総合運用管理
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mentSystem)
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ガス;2.14kg/Nm3で

換算したもの

図2 省エネルギー改修

計画の概要

この改修事業は1999年3

月に完成した｡省エネルギ

ーのための六つの手段を取
り入れ,従来比15.6%の省

エネルギーを実現する予定

である｡
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ことができた｡

(5)その他の改善

太陽一光による熱負荷を低減する断熱フイルム(居室部

の南向き窓に採用),空調用熱源機室に取り付けた2次ポ

ンプへのインバータ,および省エネルギーシステムの制

御,監視を行う"BMS(BuildingManagementSystem)''

を導入した｡

これらの改修により,対象施設で3,740GJ/年(15.6%)

のエネルギー削減を図るとともに,年間345トンのCOごを

削減できる見込みである｡

3.2.2 省エネルギー実績の調査

上記の省エネルギー改修は,1999年3月に完成した｡

以後,その実耗の検証を行っている｡

省エネルギーの検証は,システム全体を制御,監視

するBMSで行っている〔)その測定内容は以下のとおりで

ある｡

(1)インバータを設帯したポンプ,空調機の電力消費量

(2)アモルファス変圧器の電ノJ量

(3)既設の空調用冷温水機ガス消費量

(4)編射パネル空調川熱源の電力消費呆

(5)コンピュータ室用パッケージ型架調機の電力消費量

これらのデータを1時間ごとに測定し,BMSに蓄積する｡

このシステムが稼動した1999年4月から2000年1月まで

のエネルギー消費実績値と改修前の基準値との比較を図3

に示す｡

検証を開始した4月からの10か月間のエネルギー消費
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図3 エネルギー消費量比較
設備改修後10か月間の模証では,当初の計画値を大幅に上回る

13.5%の省エネルギー効果が得られた｡
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データによれば,10か月間で13.5%の省エネルギーを実

現しており,年間での省エネルギーは15.8%に達する予

定である｡

省エネルギーの検証

省エネルギーの検証は,改修後のユーティリティデー

タと改修l附こ測定した基準値との比較で行う｡この場合,

基準仇との条件を合わせるせるために,気象条件や各機

器の運転時間などを考慮してデータの補正を行う必要が

ある｡

ESCO事業がわが国で成長を遂げるためには,これら

のデータ補止方法の合理性を高め,顧客の納得を得るこ

とが重安となる｡

今回の2事例では,さまざまな角度からデータ検証を

行い,今後のESCO事業の普及に役立てていく考えである｡

おわりに

ここでは,二つの事例により,H立製作所のESCO事業

への取組みについて述べた｡

口‾､ナ製作所は,多岐にわたる省エネルギー機器の製造ヤ

システム構築のノウハウを持っており,今後も,ESCO事業

を通じて,省エネルギーと地球温暖化防_l__とに寄与していく

考えである｡

終わりに,この論文の執筆にあたっては,東邦ガス株式

会社の関係各位から多大のご指導をいただいた｡ここに深

く感謝する次第である｡
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